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0 一 般職 の職員の給与等に関する法 律のー
部を改正する法 律 （73)















令の一部を改正する 省令 （ 文部46)
。国家公務員等共済組合法施行規則の一部
を改正する 省令 （ 大蔵77)
規 則
0 人事院規則1 - 4 （現 行の法 律， 命令及
ぴ規則の廃止）の一部を改正する人事院
規則 （ 人事院1 - 4 8) 
0 人事院規則9 - 6 （ 俸給の調整額）のー
部を改正する人事院規則（同9 - 6 -14)
0 人事院規則9 - 8 （初任給、 昇格， 昇給
等の基準）の一部を改正する人事院規則





















0 人事院規則9 -24 （通勤手 当 ）の一部を
改正する人事院規則 （同9 - 2 4- 4) 
0 人事院規則9 -34 （初任給調整手 当 ） の
一部を改正する人事院規則 （同9 34 
5) 
0 人事院規則9 - 40 （ 期末手当及び勤勉手
当）の一部を改正する人事院規則 （同9
- 40- 7 )  
0 人事院規則9 -49 （調整手 当 ）の一部を
改正する人事院規則 （同9 -49- 5) 
0 人事院規則9 -57 （教職 調整額の支給方
法 等）の一部を改正する人事院規則（同




0 行政機関 の保有する電子計 算機処理に係
る個 人情報の保護に関する法 律の規定に
基づき， 行政機関 が平成元 年10月 1 日 現
在で保有している個 人情報ファイル を告
示 （総務庁 78)
0 平成2 年4月 1 日 から平成5年 3 月31日
までの聞における盲学校， 聾学校及び養
護 学校小学部 ・ 中学部学習指導要領の特
例 を定め る件 （文部171)
o現 行の盲学校， 聾学校及び養護学校高等
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富山大学長 大 井 信一
富山大学文書決裁規則の一部を故正する規則
富山大学文書決裁規則 （ 昭和48年12月2 1日制定） の
一部を次のように改正する。
別表第2 （学部， 教養部， 附属図書館関係）の項中
第21号 の次に次の1 号を加える。
22 文献複写料金徴収猶予許可 ｜ 学長 ｜ 附属図書館 ｜
｜ ｜ 長 ｜
附 則













富山大学長 大 井 信一
富山大学附属図書館文献複写規則の一部
を改正する規則









この規則は， 平成元年12月 1 日 から施行する。
砂 富山大学附属図書館文献複写規則の改正理由
「国立大学附属図書館における文献複写料金徴収猶
予取扱要領について」 （平成元年 5月24日 付け文学情










( 2 )  その他
第73回構内交通対策委員会（ 12月 1 日 ）
（議 題）








































第12囲評議会（臨時） (12月2 7日 ）
（議 題）
(1) 当 面する諸問題につ いて
，，�－����� �� ��� i・l�.������ ...キム＿..＿＿.＿� ...... .... � ...... .... ... � � � �ι� －－－�品晶
本格的冬将軍の到来で五福地区構内の交通規制に協力を．グ
1月下旬に入り本格的な冬将軍の到来となりました。 このため ， 冬期積雪時の五福地区構内の交
通規制が次のとおり定め られているので， おEいに十分注意し構内の交通規制を遵守しましょう。
1 . 冬期積雪時， 特に大雪注意報が発令きれると予
想される場合は， 車 両による通勤通学は取り止め
るものとする。









せる ことができない。 また， 降雪時においては，
翌 日 にかけての駐車 は原則として認め ない。
6. 除雪の 際， 障害となる車両は移動させるが， そ
の場合車両に損傷が生じても大学はその責任を負
わない。 また， 車両の除去のため に費用が必要と
なる場合の費用は， 当 該車 両を所有する者の負担
とする。
平成2年1月発行 学 報 第314号
人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前 の所属官職 異 動 内 容
千采 用 2. 1 . 1 山 田 洋 一 文部事務官（庶務部人事課）
II キ雨 田 哲 郎 文部技官（工学部）
II 桐 座 圭太郎 助教援（教育学部）
II 菊 池 ひとみ 事務補佐員（ 教育学部）
昇 任 2 . 1 . 16 山 岸 長 幸 庶務部庶務課課長補佐 経済学部事務長
II 清 水 寛 厚生課専門職員 富山医科薬科大学総務部庶務課課長補佐
II 佐 野 勤 教育学部学務係学生主任 高岡短期大学学生課学生係長
II 高 尾 邦 彦 文部事務官（ 人文学部・理学部） 工学部庶務係庶務主任
配置 換 2 . 1 . 1 森 田 義 則 文部技官（ 工学部） 文部技官（工学部・教務職員）
II 酒 井 充 II II II II 
2 .  1 . 16 泉 三 郎 教養部事務長補佐 庶務部庶務課課長補佐
II 松 下 甚 清 富山医科薬科大学総務部庶務課課長補佐 教養部事務長補佐
2. 1 . 16 大 場 克 晃 厚生課 厚生寮務係長 厚生課専門職員
II 宮 原、 進 工学部庶務係庶務主任 庶務部人事課職員係職員主任
II 山 田 知 訓 厚生課厚生寮務係厚生寮務主任 厚生課奨学係奨学主任
II Jll 原 卯 吉 庶務部人事課給与係給与主任 教育学部庶務係庶務主任
II 山 田 洋 一 文部事務官（庶務部人事課） 文部事務官（ 人文学部・理学部）
転 任 2 . 1 . 1 山 本 隆 裕 文部事務官（教育学部） 金沢大学医学部附属病院医事課
2 . 1 . 16 竹 下 義 美 高岡短期大学学生課学生係長 厚生課厚生寮務係長
辞 職 2 . 1 . 15 平 岡 幸 一 経済学部事務長 辞職を承認する
元. 12. 2 JI I 回 良 子 臨時用務員（教育学部炊婦） II 
元. 12. 28 石 坂 千賀子 事務補佐員（教育学部） II 
II 平 野 伸 子 II （工学部） II 
II Jil 尻 美 雪 II II II 
併 任 2 . 1 . 1 武 暢 夫 教 授（経済学部） 経営短期大学部部長（ー3.3.31)
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本学は， 平成 2年 1 月1 0日附， 平成2 年 度富山大学学生募集要項の追加要項を発表 した。 その概要は， 次のとお
りである。
〔追加要項の概要〕
本学において， 学生募集を行っている学部・ 学科（課程）， 募集人員は， 既に発表した「平成2 年 度富山大学学生
募集要項」のとおりであるが， このほか平成 2年 度から工学部では， 学科の改組及ぴ募集人員の変更を計画してい
る。




工学部では， 既設の工業化学科， 金属工学科， 機械工学科， 生産機械工学科及び化学工学科を改組・統合して
「機械システム工学科， 物質工学科及び、化学生物工学科」を新設する ことを計画している。
なお， この学科の新設及び入学定員の変更は， 関係法令の制定， 予算の成 立によってはじめて確定するもので
ある。
学科の新設及び入学定員（30名の増員を含む。）
既 設 の 学 科
学部
学 科 名 入学定員
工 業 化 学 科 50 
工
金 属 工 学 科 43 
タ寸且ー． 機 械 工 学 科 56 
生産機械工学科 45 
音E
化 学 工 学 科 46 
。
新 設予 定 の 学 科
Aナ＂＇与 科 名 入学定員
機械システム工学科 101 
物 質 工 学 科 83 
化 学 生 物 工 学 科 86 




3. 既設の工業化学科（30名）， 化学工学科（26名）を統合し， 増員30名を含めて「化学生物工
学科（86名）」を新設することを計画している。
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II. 入学者選抜方法等
機械システム工学科， 物質工学科及び化学生物工学科の新設及ぴ募集人員の変更は， 関係法令の制定， 予 算の
成 立によってはじめ て確定するものであるが， この結果によって生ずる入学者選抜は改めて行わない。
したがって， 機械システム工学科， 物質工学科及び化学生物工学科の入学者選抜は， 新設が確定するまで， 既
設の工業化学科， 金属工学科， 機械工学科， 生産機械工学科及び化学工学科の入学者選抜として実施する。
(1 ) 既設の工業化学科及び化学工学科の募集人員は， 次のとおり変更する。
ただい 変更後の募集人員には， 既に発表済みの推薦入学の合格者 （工業化学科 2名 ， 化学工学科1 名 ）を
含む。
学 部 子：み主主． 科 変更前 変更後
工業 化 学 科 50 68 
工学部
化 学 工 学 科 46 58 
（注） 金属工学科， 機械工学科， 生産機械工学科及び電子情報工学科の募集人員は， 既に発
表した学生募集要項のとおりである。
( 2) 入学願書は， 既設の工業化学科， 金属工学科， 機械工学科， 生産機械工学科， 化学工学科を志願するものと
して受け付けるが， 改組が確定した場合は， 機械システム工学科， 物質工学科及び化学生物工学科を志願した
ものとして取り扱う。
( 3) 既設の機械工学科， 生産機械工学科志願者に限り， 機械工学科（又は生産機械工学科）が第 1 志望の者は，
生産機械工学科（又は機械工学科）を第 2志望とすることを認め る。
(4) 既設の工業化学科， 化学工学科の志願者は， 改組が確定した場合は， 物質工学科又は化学生物工学科を志願
した者として取り扱う。
なお， 既設の他の学科を第 2志望とすることは認め ないが， 新設学科につ いてのみ第 2志望まで認め る。
( 5) 既設の金属工学科の志願者は， 改組が確定した場合は， 物質工学科を志願した者として取り扱う。
( 6) この改組に伴い， 電 算処理原票に記入すべき学科コードは， 次のとおり変更する。









課 程 等 課 程 等
工 業 化 学 科 工 化
工 業 化 学 科 工 化 5 2 
（物 質工学 科） （物 質） 5 2 0 1 
工 業 化 学 科 工 化
（化学生物工学科） （化 生） 5 2 0 2 
化 学 工 学 科 化 工
化 学 工 学 科 イじ 工 5 6 （物 質工 学 科） （物 質）
5 6 0 1 
化 学 工 学 科 化 工
（化学生物工学科） （化 生） 5 6 0 2  
(7) 合格者の発表は， 既設の工業化学科， 金属工学科， 機械工学科， 生産機械工学科， 化学工学科の合格者とし
て行い， 改組が確定した場合に入学することとなる新設予定の機械 システム工学科， 物質工学科， 化学生物工
学科も併せて発表する。
( 8 )  万一関係法令の制定， 予 算の成 立がない場合は， 既設の工業化学科， 金属工学科， 機械工学科， 生産機械工
学科， 化学工学科の学生として措置する。
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(9 ) 先に実施した推薦入学につ いて， この改組に伴う募集人員の変更により合格者を増加する等の措置は行わな
し、。




今日 の産業界では， 機械の高性能化， 高精密化に加え， 生産工程の効率的な稼動のため にそのプロセスの省力
化と無人 化のため の総合システム化への移行を指向している。 これらの動向に対処するため に工業設計及び生産
システムを含む機械系分野の基礎的学問を身につ けるとともに計測や制御分野の高度な技術をも具備したエンジ
ニアの育成が大きな社会的要請となってくる。















講 座 名 教 育 研 究 分 野
強 度 設 計 工 学 団体力学， 材料強度学， 設計システム
熱流体システム工学 熱工学， 流体工学， エネルギ一変換
生 産 シ ス テ ム 工 学 切削加工学， 塑性加工学， 精密加工学， 加工材料設計学， 計測工学， 精密システム設計
制御 シ ス テ ム 工 学 機器設計学， 生産技術システム， 機械システム制御，油空圧工学
材料利用の優劣あるいは新しい素材 （ 材料） の開発は， まさにその国の文明 ひいては国力を左右するものであ
る。 そして， 今日 の工業製品や構造体の基本的要素であり， また情報産業の発展向上を指向するハードウエアの
根幹要素でもある。
これら重要な素材を大別してみると， 無機材料， 有機材料， 金属材料に分けられ， それぞれの分野での高付加
価値， 高機能化あるいは新素材の開発が要求きれていることは周知のことである。
このような社会の要望に対応して行くため には， 従来の工業化学科， 金属工学科， 化学工学科と細分化され，
各専門的知識並びに基盤となる技術を身につ けたのみで、は社会のニーズに応えることができない。
そこで， 工業化学科， 金属工学化， 化学工学科の各分野が， それぞれ独立した学科を構成するのではなし こ
れらの知識， 技術を有機的に連合して教育， 研究を学 際領域にまで拡充した大学科が必要になる。
物質工学科は， このような時代のニーズに対応するため に設置するものである。
本学科では， 物質科学の発展動向を展望し， 既設学科の学問分野はもとより学 際的な学問分野を包含し， 新素
材の設計， 物性並びに製造などの基礎知識と応用及びその技術等を総合的に学習し， 更に製品の工業化も追究で
きる思考能力を身につけるべく教育と研究を行う。
卒業後は， 従来の化学工業関連産業， 金属工業関連産業はもとよりのこと， これからの日 本経済を担う自動車














物 質 化 学工学
機 能 性 材 料 工 学
材 料 設 計 工 学
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教 育 研 究 分 野
応用無機化学， 電気化学， 有機合成化学， 応用有機化
学， 材料製錬工学， 材料化学， 物質構造化学
機能性材料、 材料評価学， 材料精製工学， 粉体材料物
性， 粒 子設計工学
材料物性工学， 組織制御工学， 材料設計工学， 複合材
料工学， 電磁気材料工学， 熱移動論， 材料製造解析
近年 ， 細胞融合， 遺伝 子組換えなどを基礎とする新しいバイオテクノロジーが注目を集め ており， 近い将来，
先端技術の中核になると考えられている。 21 世紀にはこれらバイオ技術により生み出きれる生理活性物質， より
機能性の高い有用物質などの活用により， 豊かな， より充実した環境が期待きれる。 一方， それにともなって，
将来ノfイオ関連技術者の不足が懸念され， その対策がせまられている。 本学科はこのような社会情勢のニーズに
対応するため 工学部に新しく設置されたバイオ関係の学科である。 従来の生物学及び生化学は， 生体の構造と機
能並びに反応などに主体がおかれ， 生産技術に直接結びつ いていないきらいがあった。 本学科は， 現在までに蓄
積され， また今後もますます進展して行く高度な化学技術を基盤とし， これらをバイオ技術に活用融合させて行
〈方針で教育と研究を行い， バイオ産業の第一線で活躍できる人材の養成を目的としている。 それに対応しうる
講座として， 生物反応化学， 生物フ。ロセス工学， 生体分 子化学， 細胞工学の講座を設置している。
〈教育研究分野〉
学科名 講 座 名 教 育 研 究 分 野







生 物プ ロセ ス 工 学 反応工学， バイオリアクター， 分離プロセス工学， 精製装置工学， 食品工学
生 体 分 子 化 学 機能分 子化学， 生物機能応用化学， 酵素化学， 生体高
科
学 分 子化学， 錯体生物化学
細胞融合学， バイオ情報工学， バイオ素 子反応工学，細 目包 工 1子畠企4 発生分 子工学， 遺伝 子工学
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学 内 諸 報
平成2年富山大学職員成人式の実施














工 学 部 束 三千代
附 属 図 書 館 土屋 仁美
新成人を囲んで記念撮影
北陸地区施設担当者連絡協議会を本学で開催
去る12月 8 日 幽本学が当番校となり， 第16回北陸地
区国立学校施設担当 者連絡協議会が本学事務局大会議








年 9 月12日 伏）に行われた定期査察に続いて， 去る12月
6日 休）午後人文学部， 理学部で， 理学部1号館裏の空

















開催 された。 講演は積雪の基礎的性質， スキー場の雪
























は， 平成元 年11月2 1日次期部長候補者の選挙を行った。
その結果， 武 暢夫経済学部教授が再選出された。 任
期は， 平成2 年 1月 1 日 から平成3年 3月31 日 まで。
武教授は， 昭和 33年 3月京都大学大学院経済学研究
科博士課程を単位修得後， 同34 年 1月 富山大学経済学
部助手， 同 35年6月同講師， 同37年2 月同助教授， 同
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海 外 渡 航 者
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
人文学部 助教授 小川 洋 通 アメリカ合衆 国 現代英語の記述的研究に関す
元. 1 2. 11 
る調査及び資料収集 元 . 1 2. 24 
理 学 部 教 授 後藤 克己 アメリカ合衆 国 19 89環太平洋 国際会議に出席
元. 12. 1 6  
評議員 カナ夕、 及び研究連絡 2. 1 .  1 
外 国出張
銀河の星形成領域の観測及び 元. 1 2. 18  
II 助 手 大石 雅寿 アメリカ合衆 国 サブミリ波星間分 子探査の研
究並びに研究打合せ 元. 1 2. 24 
工 学 部 助教授 黒田 重靖 アメリカ合衆 国 19 89環太平洋 国際化学会議に
元. 12. 17 
出席 元. 12. 23 
理学 部 理学部長 小黒 千足 香 港
ホルモンと環境に関する国際 元. 1 2. 17 
教 授 タイ王 国 シンポジウムに出席及び研究打合せ 元. 1 2 . 24 
II 教 授 川瀬 義之 アメリカ合衆 国 19 89環太平洋 国際化学会議に
元. 12. 1 6  
出席 元. 12. 23 
海外研修旅行
II 教 授 横山 泰 アメリカ合衆 国 19 89環太平洋 国際化学会議に
元 . 1 2. 17 
出席及び研究連絡 元. 1 2. 24 
工 学 部 助 手 山田 昌樹 アメリカ合衆 国 19 89環太平洋 国際化学会議に
元. 12. 17 
出席及び研究資料収集 元 . 12. 23 
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職 員 消 息
〈新任者住所〉 教 養 部
学 生 部 事務長補佐 松 下 甚 清




文部事務官 山 田 洋 一
（庶 務 係）
教 諭j峯 井 隆
教育学 部















講 師 岩 城 敏 博
（機械力 学）
事務補佐員 菊 池 ひとみ
(::m＼！タ）
工 学 部
文 部 技官 桶 回 哲 郎
主 要 行 事
本 部
（於：福井大学・放送劇部門）



















18 日 第 5団事務協議会
第4 回黒回講堂管理運営検討委員会
平成2年度大学入試センター試験入試担当
者連絡協議会 （第2 回） （於：東京イイノ
ホール）






2 7日 第12 回評議会 （臨時）
28 日 仕事納め
人 文 学 部











教 育 学 部
12月 6 日 附属幼稚園入園者（ 3 歳児） 第 1次選考
7 日 情報教育課程運営委員会
附属幼稚園入園者 （ 4 歳児） 第 1次選考
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報
8 日 附属養護 学校入学者選考
9 日 附属養護学校入学者合格発表














12 月1 日 学部職 業補導委員会























































12月 4 日 係長事務打合せ会
7 ～8 日 平成元年度北信越地区国立大学図書館事務
（部・課）長会議 （於： 金沢 大学附属図書
館）
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